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 〈作品〉 尾形光琳筆「松島図屏風」（岩崎小彌太旧蔵）の想定復元模写 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 荒井 経 
（論文第１副査） 東京大学 准教授 （東洋文化研究
所） 
塚本 麿充 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 國司 華子 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 籔内 佐斗司 
（副査） 東京藝術大学 客員教授 （美術学部） 有賀 祥隆 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  























                                 
1 野口米次郎『日本の美術』大鐙閣、1920 年、366〜367 頁  
明治 43（1910）年の日英博覧会に出展された際の記録が記されている。 
































































































    
 
践を通して、模写の工程が創作の工程とは自ずと異なることを指摘する。特に重要な指摘は、敷き写しによ
る模写が線的になるということで、形体のアウトラインを転写することには適性があるが、彩色の転写には
適性がないという指摘である。原本である宗達本「松島図屏風」と模本である光琳本「松島図屏風」におい
て、波頭などの線を主体に表現された部分が酷似しながらも、松葉や岩といった彩色を主体に表現された部
分でズレを生じる傾向が強いという事実は、林の指摘を裏付ける。敷き写しでは、彩色部分が色面の区画を
示す線として記録されるので、その区画を塗りつぶすかたちで彩色される模本の色面が肥大するからであ
る。また、線で記録できない色から色への変化においても、模本は原本から乖離する傾向にある。 
さらに林は、模写を行う絵師の視点は、画面の全体像よりも個々のモチーフに注がれやすいため、模本の
画面が切り貼り的な空間として再構築されるという傾向を指摘する。切り貼り的な空間とは、平面的、装飾
的と形容される光琳の画風に通じるものであるが、林はその画風が光琳の模写体験によって見出された可能
性に言及している。つまり、平面的、装飾的とされる画風の源泉が光琳の独創性というよりも模写に普遍的
な特性の方にあったのではないかという推論である。 
林の指摘や推論は、琳派研究をはじめ模写によって受け継がれてきたあらゆる絵画を考察する上で重要な
ものであるがゆえに、光琳本の比較対象となった宗達本の制作工程が検証されていないことなど不完全な面
もあり、いまだ視点の提示に留まるという評価も否めない。しかし、その視点は、原寸大の六曲一双屏風を
自ら描き上げた画技の研鑽と画家としての体験から導き出された点において一定の説得力を得たものであ
り、作品と論文を課す当該領域の研究として博士の学位に値するものと判断した。 
 
 
